
地
域
と
つ
な
が
る
「
教
育
改
革
」

　
　

      
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
―
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
始
動

町
内
各
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
始
動
！

　

３
月
１
日
（
土
）
か
ら
町
内
各

小
・
中
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
指
定
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
は
、
学
校
と
保
護
者
や
地
域
の
住

民
が
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
働

し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
豊
か
な
成
長

を
支
え
て
い
く
「
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
取
り
組
み

で
す
。
保
護
者
や
地
域
の
住
民
に
「
一

定
の
権
限
と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運

営
に
参
画
」
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ
的
確

に
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ

い
教
育
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
仕
組
み

　

指
定
さ
れ
た
学
校
に
は
「
学
校
運

営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
教
育
委

員
会
か
ら
任
命
さ
れ
た
保
護
者
や
地

域
の
住
民
な
ど
が
、
学
校
運
営
の
基

本
方
針
を
承
認
し
た
り
教
育
活
動
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と

を
通
じ
て
学
校
の
様
々
な
課
題
解
決

に
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
の
権
限

●
校
長
の
作
成
す
る
学
校
運
営
の

基
本
方
針
の
承
認

学
校
の
重
点
目
標
や
年
間
の
学
校
行

事
計
画
な
ど
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

校
長
の
説
明
を
受
け
承
認

●
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
校

長
に
述
べ
れ
ま
す

「
挨
拶
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
」、「
も
っ
と
地
域
に
協
力
を
求
め

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

▽
さ
ら
に
校
長
の
求
め
る
事
項
に
つ

い
て
意
見
や
提
案
を
述
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す

　

現
在
の
学
校
は
、
教

育
の
充
実
や
様
々
な
教
育

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方

の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
学

校
で
は
、
教
育
活
動
へ
の

意
見
や
評
価
を
し
て
い
た

だ
く
学
校
評
議
員
制
度

の
実
施
や
保
護
者
に
加
え

て
地
域
の
方
々
の
参
加
に

よ
る
学
校
応
援
団
を
組

織
し
て
学
校
の
活
性
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
各
学

校
の
学
校
運
営
協
議
会
規
則
に
の
っ

と
り
選
任
さ
れ
た
保
護
者
や
地
域
の

代
表
委
員
の
皆
様
の
意
見
や
提
案
、

評
価
な
ど
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

る
も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て

も
各
校
の
運
営
協
議
会
が
学
校
経
営

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
町
の

子
ど
も
た
ち
の
『
生
き
る
力
』
が
一

層
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　今でも地域の方々から大切に育て
られている津奈木中の生徒たち。今
まで津奈木中学校では各学年ごとに

「農業体験」「職場体験」「福祉体験」
などを行ってきました。今回のコミュ
ニティ･スクールではこの各体験活動
をより深く行うことで、地域の方々
との交流を深めることができればと
思っています。また、津奈木中学校
の生徒に限らず、今の子どもたちは、
コミュニケーション能力が低くなって
きていると思います。地域に出たり、
地域の方々を学校に招いたりするこ
とで、生徒たちのコミュニケーショ
ン能力を高めると同時に信頼関係も
より深まるのではと期待しています。

津奈木中学校教諭

本山　慎
しんいち

一

　今の平国は、私が今まで見たことの
ないくらい地域からの素晴らしい教
育力が残っている地区だと思います。
地域の方々は、六方踊りの指導や学
校外での声掛けなど児童たちをわが
子のように見てくださっています。私は

「学校」「地域」「保護者」の３者が助け
合い、学び合い、意見を出し合いな
がら、より良い教育を創り出していく
のがコミュニティ･スクールだと考えま
す。これを機に地域の方 と々保護者の
方々との意見交換の場が増やせれば
と思います。そのためには学校から地
域に出掛け、地域の方々も気軽に学
校へお出でいただけるような一層の
親密さづくりに努めたいと思います。

　近年、児童と地域住民とのつなが
りが希薄化していると言われていま
す。実際に本校の児童たちにアンケー
トを取ると、「地域の人に褒められた
り、注意されたことがありますか？」
という質問に対して「ある」と答え
た児童が全国平均よりも下回ってい
ました。このコミュニティ・スクール
を通してつながりを深めることで、「津
奈木町のために頑張ろう」という児
童たちの町を愛する思いを育ててい
きたいと思っています。地域住民の
方々にも児童たちを褒めたり、時に
は叱ったりしなながら「津奈木の子
は津奈木で育てんば！」という意識を
持っていただけたらと思っています。

津奈木小学校教諭

森　安
やすひろ

広 

平国小学校校長

船﨑　壽
ひさお

夫

目指すものは「協育」と「共育」
～地域と協力して共に育てる～

皆さんの代表参画
　コミュニティ・スクール

学校運営協議会
（保護者・地域住民・学識経験者等の代表者からなる組織）

保護者・地域住民

学校
（校長）

報告 情報・意見

【教育活動】
交通安全運動
あいさつ運動

美化作業
体験活動　など

【コミュニティ・スクール全体仕組み】

津奈木町教育長

塩山  一之
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